
「松岡享子 おはなしの種まきをした人」 
-東京子ども図書館の活動を通して- 

上映会 
 

「おはなし」の力を、次の世代へ。 

松岡享子さんドキュメンタリー映画 上映会のご案内 

図書館や学校で行われている「おはなし会」は、子どもたちが本に親しみ、想像力を育む貴重な時

間となっています。この「おはなし（ストーリーテリング」」や「読み聞かせ」の文化をアメリカより日本に

紹介し、広めたのが松岡享子さんです。松岡さんは「おはなし」の普及に力を注ぎ、石井桃子さんらと

「財団法人東京子ども図書館」を設立。生涯を通して、子どもと本をつなぐ活動に尽力されました。 

私たち〈おはなしボランティア「まめっちょ」〉も、ストーリーテリングを中心にした「おはなし会」をひ

らいています。子どもたちは夢中になっておはなしに耳を傾けます。その姿を見るたび、私たちは実感し

ます。おはなしは、子どもたちを本の世界へ導く架け橋であり、子どもの心を育てる力そのものだと。 

 

このたび、松岡享子さんのドキュメンタリー映画を上映することとなりました。 

映画を通して、松岡さんの思いや歩みを振り返りながら、「おはなし」の持つ力と、子どもたちの未来に

ついて、みなさまと共に考えるひと時となれば幸いです。 

みなさまのご参加を、心よりお待ちしております。 

 

 

日時   2025.11.22(土)10：00～12：00 

場所   長浜まちづくりセンター会議室 1C 

内容   ドキュメンタリー映画「松岡享子 おはなしの種まきをした人」の上映会 

対象   子どもと本に関心のある方 

     (子育て中の保護者、図書館・学校の司書、読み聞かボランティア、学校・保育園の先生など) 

定員   30名(先着順) 

参加費  無料 

主催   おはなしボランティア 「まめっちょ」 

 

申し込み・問い合わせ  Tel 090-3820-2116 

E-mail：harukin@gaia.eonet.ne.jp(森) 

Press release 2025.10.2 

 



■松岡享子（1935-2022）プロフィール 

神戸女学院大学、慶應義塾大学を卒業後、米国ウェスタン・ミシガン大学大学院で児童図書館学を学ぶ。イーノック・プラ

ット公共図書館勤務を経て、帰国。1967年、自宅で松の実文庫を開く。1974年に石井桃子らと財団法人東京子ども図

書館を設立、2015年まで理事長、その後、名誉理事長。 

『子どもと本』(岩波書店)『とこちゃんはどこ』（福音館書店）等、著訳書は 300点にのぼる。 

 

 

 

■東京子ども図書館について 

東京子ども図書館は子どもの本と読書を専門とする私立の図書館。 

1950年代から 60年代にかけて都内 4カ所ではじめられた【石井桃子のかつら文庫】、【土屋滋子のふたつの土屋児

童文庫】、および【松岡享子の松の実文庫】を母体として 1974年に設立、2010年に内閣総理大臣より認定され、公益

財団法人になった。 

子どもたちへの直接サービスのほかに、“子どもと本の世界で働くおとな”のために、資料室の運営、出版、講演・講座の

開催、人材育成など、さまざまな活動を行っている。 

 

 

 

■ おはなしボランティア「まめっちょ」について 

2010年に設立。現在メンバー5名。 

子どもたちにお話を届け、共に楽しむことを通して、こどもたちの心豊かな成長に寄与することを目的に活動。 

主な活動内容： 

• 「まめっちょのおはなし会」（図書館にて年 4回 季節ごとに開催／対象：1部 3歳から.Ⅱ部小学生から） 

• 「わらべうたであそぼう」（毎月第 4水曜 長浜まちづくりセンター和室にて開催／未就園児親子対象） 

• 保育園での「わらべうたあそび」（毎月 1回／0歳〜5歳対象） 

• 年 1回 大人対象のおはなし会や講座を開催 

• その他、依頼による出張おはなし会など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 


